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　以前、勤務医をしていた頃、転居を
理由に転院してこられた患者さんがい
らっしゃいました。抜歯寸前のう蝕を
認めたので、そのことを患者さんにお
伝えしたところ、「治療後5年ほど定
期的にメインテナンスに通っていたの
になぜこうなったのか」と問われ、非
常に考えさせられたことがあります。
その経験から予防歯科の重要性に気付
き、「一度治療した歯は、可能な限り
治療しない状態を維持する」をポリシー
に、予防歯科（セルフケア）を重視した
取り組みを行ってきました。
　まず初診の方には45分×2回のカウ

ンセリングを行い、セルフケアの重要
性を説明しながら治療方針を決めてい
きます。言葉だけで伝わりづらい部分
は、位相差顕微鏡による細菌結果をご
覧いただきます。その際には、良い例
や悪い例の細菌の動きや数値を提示す
ることで、ご自身の口腔状態について
より深く理解していただきます。こう
して時間をかけ、視覚的な要素も取り
入れた取り組みを行う理由は、患者さ
ん本人の意識を変えることが大切と考
えているからです。普段から良好な口
腔状態を保つために、セルフケアは不
可欠であるという意識をお互いに持ち

ながら、予防歯科に取り組んでいます。
　セルフケアのアイテムとして、当
院で勧めているのが「ソニッケアー」で
す。注目すべきは、手磨きに比べて
高い歯垢除去力を持つところにありま
す。高速振動で歯垢を叩き浮かせ、ブ
ラシヘッドの幅広い振幅で発生させた
音波水流によって、ブラシの毛先が届
きにくい歯間や臼歯遠心部などの歯垢
を効果的に除去。2分で手磨き10分
相当のブラッシングが終了するので、
時間に余裕がない時にとても重宝しま
す。1日1回使用するだけでも口腔状
態の改善につながると考えています。

患者さんと共に取り組む予防歯科
「ソニッケアー」を用いたセルフケアで
普段から良好な口腔状態を維持

症例2-1　ワイヤー矯正中の10代女性。「ソ
ニッケアー」導入前。プラークの付着量も多
く、ブラッシングに苦慮していた。

症例1-2　「ソニッケアー」導入後の歯面のプ
ラークの付着状態（「ソニッケアー」によるブ
ラッシング前）。導入前よりもプラークの付着
量が減少。

症例1-3　「ソニッケアー」によるブラッシン
グ直後（替ブラシは「プレミアムオールインワ
ンブラシ」を使用）。プラークの付着はほぼ見
られない。

症例1-4　「プレミアムオールインワンブラシ」
は隣接面にも当てやすく、「ソニッケアー」導入
前と比べてプラークコントロールはかなり改善
された。

症例1-1　インビザライン矯正中の30代女
性。アタッチメントを装着していることもあ
り、プラークコントロールに苦戦していた。

症例2-2　「ソニッケアー」導入後のブラッシ
ング前（正面観）。プラークの付着はブラケッ
ト周辺に集中している。
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　替ブラシの種類が豊富で、歯肉や口
腔の状態に合った替ブラシを選べる点
も評価できるポイントです。当院で多
くの患者さんが使用しているのは、歯
垢除去・歯肉ケア・ホワイトニングに
までアプローチできる「プレミアムオー
ルインワンブラシ」です。また、歯肉に
炎症を起こしている方には、3,000本
以上の毛でやさしく磨き上げる「ジェン
トルプラスブラシ」を使っていただく
ことが多いです。炎症が改善したら以
前使用していた替ブラシに戻すなど、
状況に応じた使い方ができます。
　さらに、矯正治療中の患者さんに
は、「ソニッケアー コードレスパワー
フロッサー3000」（以下：パワーフロッ
サー）を使用していただいています。
特にワイヤー矯正中の場合、ブラケッ
トの溝部分に食物残渣（以下：食渣）が
残りやすく、歯ブラシだけで取り除く
ことは難しいため、う蝕リスクが高ま
ります。水の力を利用した「パワーフ
ロッサー」なら、強い水流が歯間の汚れ
や食渣を洗い流してくれるので、矯正
器具の間に挟まった食渣を手磨きより
も簡便に除去することができます。提
示した症例に示すように、近年増加傾

向のアライナー矯正や従来のブラケッ
トを使用した矯正治療において役立つ
セルフケアアイテムと言えるでしょう。
　当院では、こうした歯磨き指導と同
時に歯磨剤の選び方にもアドバイス
を行います。口腔内の細菌の状態を
見ながら原因を検証し、歯周病リス
クの高い方には、歯肉の防御力を高
めるホストケア成分（ビタミンE）と殺
菌成分（IPMP）を配合した「Systema 

SP-Tジェル」。お子様には「Check-Up 

kodomo」というように、一人ひとり
の口腔状態に応じた歯磨剤を用いるこ
とで、より効果的なプラークコント
ロールができるというわけです。
　購入いただいた製品はその場で開封
して、正しい使用方法を指導していま

す。私は視覚的な情報がもっとも理解
を深めると考えていますので、チェア
サイドで動画を流しながら、患者さ
んご自身で実際に試していただくこと
で、使用感を確認。患者さんへのカウ
ンセリングや歯磨き指導は歯科衛生士
が担当しますが、事前の指導や状況共
有はしっかりと行っています。月に一
度のペースで共有するカンファレンス
は、初診と1年経過した患者さんを対
象に実施。年に一度は画像診断を含む
全ての患者情報を洗い出し、様々な症
例を振り返ることで、今後のケアや指
導に活かしています。これからも歯科
衛生士との連携を深め、患者さんに寄
り添いながら、予防歯科に取り組んで
いきたいと考えています。

症例2-7　同側面観。当てる角度によって除
去率は異なるが、正しい指導でしっかりとプ
ラークコントロールができている。

症例2-4　「パワーフロッサー」によるプラー
ク除去後。ブラケット周囲にもプラークの付
着はほぼ見られない。

症例2-5　同側面観。「パワーフロッサー」の
みでもかなりプラークコントロールができて
いる。

症例2-6　「パワーフロッサー」使用後に、「ソ
ニッケアー」でブラッシング。ブラケット周辺
のプラークはさらに除去されている。

症例2-3　同側面観

歯科衛生士が中心になってカウンセリングを
実施。口腔内のプラークコントロール状況を
説明し、口腔環境に合わせたセルフケア製品
を紹介。

患者さんの口腔状態に合わせて様々なセルフ
ケア製品を取り揃えている。

チェアサイドのモニターには、セルフケアに
関する情報や歯科衛生士による歯磨きアドバ
イスを流している。
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